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著作権契約書作成支援システムについて

• 文化庁では、著作物の創作又は利用を職業としていない人でも著作物
の利用許諾等に関する契約を簡単に行えるよう、著作権契約書のひな形
を半自動作成する「著作権契約書作成支援システム」を文化庁ウェブサイ
トにて公開していましたが、当初想定されなかったSNSをはじめとしたインター
ネット上のプラットフォームにおける著作物の制作や二次利用が増えている時
代の変化に合わせ見直しを行い、新たに「著作権契約書作成支援システ
ム」を構築し、本年4月1日より上記文化庁ウェブサイトにて公開しておりま
す。

参考資料４
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契約書作成フォーム
• システムには、利用場面に応じて11類型の契約書ひな形が用意されてお
り、利用者（クリエーター、クリエーターと契約したい人）は、選択した契約書
ひな形の入力フォームに必要事項を入力していきます。



3

契約書確認画面とダウンロード
・ 契約書確認画面では、前頁にて入力した項目をテキストで確認できます。
ダウンロードボタンをクリックすると、日本語と英語のひな型（Word）をダウン
ロードできます。利用者は、内容を適宜編集の上、契約書を完成させます。
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